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「｢リベンジする｣とあいつは言った」 

      朝比奈 蓉子 著   スカイエマ 絵  

    ポプラ社 

 

品川区立図書館 

 

「アルフレートの時計台」 

斉藤 洋 著 

偕成社 

   

クラウスの生まれ故郷には大きな時 

計台があった。 

   クラウスが時計台を見にいくと、小 

さい頃、病気で死んでしまったはずの 

アルフレートが幼いころのままでいた。 

クラウスはアルフレートに話かけてみ 

るが・・・ 

 

 

「北の馬と南の馬」 

前川 貴行 写真・文  

あかね書房  

 

  青森県尻屋崎
しりやざき

は、季節の変化が 

はげしく寒いところです。 

宮崎県都井
と い

岬
みさき

は、1年中暖かく 

草が生え続けています。  

北と南に住む馬にはどんな違い 

があるのでしょうか。 

 

 



「パンプキン！ 模擬原爆の夏」 

令丈 ヒロ子 作   宮尾 和孝 絵 

講談社 

 

  ヒロカは大阪に住む小学５年生。 

夏休みにいとこがおじいちゃんの 

ところへ遊びにきて、模擬原爆につ 

いて調べていた。 

 模擬原爆のことを知らなかった。 

ヒロカは興味を持ち、いとこと協力し、 

調べてみることにする。 

 

「＜天才フレディ＞と幽霊
ゆうれい

の旅」 

シド・フライシュマン 作   野沢 佳織 訳 

徳間書店 

 腹話術師フレディの目の前に、突如 

 現れた少年ディブク。 

少年はやり残したことを手伝ってほし 

いと言う。悩んでいる間に、フレディは 

体にのりうつられてしまう。少年は、ユ 

ダヤ人の霊だったのだ。 

少年が霊になってまで成し遂げたいこ 

ととは・・・ 

 

「ヒトの親指はエライ！」 

山本 省三 文   遠藤 秀紀 監修 

喜多村 武 絵 

講談社 

   ヒトの指を見てみると、親指だけが 

離れています。親指だけが特別な気が 

します。 

   親指を使えば、箸を掴むことも服を 

脱ぐこともできます。 

ヒトの親指の秘密や動物の手の秘密 

をのぞいてみましょう。 

 

 

「｢リベンジする｣とあいつは言った」 

朝比奈 蓉子 著   スカイエマ 絵  

ポプラ社  

  ぼくは、イジメていた江本のメガネを 

 割ってしまう。 

先生にメガネを割った理由を聞かれ、 

とっさに嘘をつき、江本のせいにしてし 

まう。 

  次の日、メガネのない江本は転んで骨 

を折り、入院してしまった。病院へお見 

舞いへ行くと、江本は ぼくを見てうっ 

すらと笑った。 



「木工少女」 

濱野 京子 著 

講談社 

 

１年間限定で父親と一緒に山奥の村に 

引っ越してきた小学６年生の美
み

楽
らく

は、ま 

わりとなじめず、不満一杯の生活を送っ 

ていた。 

そんなある日、山の中で工房を営んで 

いる「デンさん」と出会い、木工の魅力 

に目覚めていく。 

 

 

 

「みらくるミルク」 

中西 敏夫 文   米本 久美子 絵 

福音館書店 

 

人間にミルクをくれる動物の代表は、 

ウシです。ウシのミルクは、ミルクの 

なかで一番多く利用されています。 

人間が乳製品をたべるようになるま 

での歴史や背景をわかりやすく紹介し 

ます。 

 

「テッドがおばあちゃんを見つけた夜」 

ペグ・ケレット 作   吉上 恭太 訳 

スカイエマ 絵  

徳間書店 

テッドは、祖母のアルツハイマー病を受け入

れられない中、祖母と二人で留守番をする。 

犬にエサをあげにいくと、物置小屋の中には 

町を騒がしている強盗事件の犯人らしき男が

いた。男は、テッドをむりやり車の中へと乗せ、 

連れまわす。窮地に追い込まれたテッドは、元

気だった頃の祖母の言葉を思い出す。 

 

 

「鉄道きょうだい」 

Ｅ・ネズビット 著   中村 妙子 訳  

教文館  

 

  ある日、父親と離れ離れになり、 

ロンドンから田舎暮らしをしなけ 

ればならなくなった母親と三人の 

子どもたち。家の近くを通る汽車 

に名前をつけ、駅長や駅員とも親 

しくなる。 

  それから三人の子どもたちは、 

様々な大人と交流を結び・・・ 



「赤い卵のひみつ」 

樋口 広芳 著   鈴木 まもる 絵 

小峰書店 

   托卵
たくらん

って知っていますか。 

自分の卵をほかの種類の鳥の巣に産み、 

育てさせることです。 

   ウグイスの巣に北海道にいないはず 

のホトトギスの卵のような赤い卵を托 

卵した鳥がいました。  

この赤い卵の正体は？自然の不思議 

に驚かされる本です。 

 

 

「トキよ未来へはばたけ ニッポニア・ニッポンを守る人たち」 

国松 俊英 著  

くもん出版  

 

  かつて日本全国に生息していた 

トキ。 

ところが人々が豊かな生活を求 

めたため、トキを絶滅の危機に 

追いやってしまった。この本は、 

美しい鳥トキを再び日本の空へ還 

すまでの人々の苦労・喜びを描い 

た一冊です。 

このリストは、図書館の職員が、５・６年生のみなさんに読んで

ほしい本を選んだものです。 
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